
     事 務 連 絡 

令和２年６月４日 

                                          

各都道府県・指定都市教育委員会学校安全主管課 

各 都 道 府 県 私 立 学 校 主 管 課 

構 造 改 革 特 別 区 域 法 第 12 条 第 1 項 の 認 定 

を受けた各地方公共団体の学校設置会社担当課    

各都道府県・指定都市・中核市認定こども園担当課 

 

 

文部科学省 総合教育政策局 

男女共同参画共生社会学習・安全課      

 
   

学校に設置している遊具の安全確保について 

 

 

 令和２年５月７日に別紙のとおり遊具に関係する事故が発生し、別紙のと

おり国土交通省から各都道府県及び指定都市公園管理担当課長に対し、事務

連絡が発出されておりますので、参考のため送付いたします。 

 学校に設置している遊具については、従来、事故を未然に防止するため、

安全点検を行うとともに、必要に応じて、使用方法の注意、補修、使用停止

等の措置を講じ、安全の確保に万全を期していただくようお願いしていると

ころですが、今回の報告があったことを踏まえ、別紙資料を参考に、類似遊

具について適切な安全点検を行うなど、遊具の安全管理に努めるようお願い

します。 

 ついては、各都道府県教育委員会学校安全主管課においては域内の市町村

教育委員会及び所管の学校に対し、各指定都市教育委員会施設主管課及び学

校安全主管課においては所管の学校に対し、各都道府県私立学校主管課にお

いては所轄の私立学校に対し、構造改革特別区域法第１２条第１項の認定を

受けた各地方公共団体の学校設置会社担当課においては所轄の学校に対し、

各指定都市認定こども園担当課においては所管の幼保連携型認定こども園

に対して、この趣旨を周知徹底されるようお願いします。 

 

            

                  

【本件担当】 
文部科学省総合教育政策局             
男女共同参画共生社会学習・安全課 
安全教育推進室学校安全係                              
電話：03-5253-4111(内線 2966)    
E-mail：anzen@mext.go.jp                                         

御中 



         事 務 連 絡 

令和２年５月１９日 

 

各都道府県及び指定都市 

 都市公園管理担当課長 様 

 

                       国土交通省 都市局 

                        公園緑地・景観課 企画専門官 

 

 

都市公園の安全管理の強化について 

 

 

都市公園内において、以下のとおり事故が発生したのでお知らせします。 

・令和２年４月８日（水）午後５時頃、街区公園内において、小学生低学年の男児が木

の根にひっかかりつまずき、フェンスのボルト部分に接触し、腹部を裂傷し５針縫合

した（別添１） 

・令和２年５月７日（木）午後５時頃、街区公園内において、８歳男児がヘルメットを

かぶったまま木登りし、転落、ヘルメットが枝にひっかかり、ヘルメットのあご紐が

首にかかりぶら下がり状態となった（別添２） 

別添１の事故について、「公園施設の安全点検に係る指針（案）」では、「Ⅱ－２ 公園

施設における安全性の向上における基本的な考え方」(P10)において、「公園管理者は、公

の営造物として公園施設が通常有すべき安全性を確保及び向上させるよう、公園施設の使

用方法、公園施設の配置、公園施設の設置場所の環境及び利用状況等を把握し、事故につ

ながる危険性を予見する観点を持って安全点検を行うとともに、変状及び異常が発見され

た場合は適切に措置する。」としており、公園管理者は事故につながる恐れのある不適切

な突起など、子どもが予測しにくい危険についても点検で確認し、除去することが必要で

す。 

また、別添２の事故については、不適切な服装等による人的ハザードに起因する事故に

なります。「都市公園における遊具の安全確保に関する指針（改訂第２版）」の「３－１ 遊

具の安全確保に関する基本的な考え方」（P12）において、「子ども・保護者等との連携によ

り人的ハザードの除去に努める」と示しており、子どもの服装など利用に関する人的ハザ

ードについては、子ども・保護者等により除去することを基本としつつ、掲示などにより

注意を喚起することも検討されます。 

上記を踏まえ、貴職におかれましては、より一層の安全に対する配慮と周知等に努めて

いただくようお願いいたします。 

なお、この旨を貴管内市町村（指定都市を除く）に周知されるようお願いします。 



【事故の概要】 

 ■発 生 日 令和2年4月8日（水） 

 ■発生場所 人口約100万人以上の都市 

 ■発生公園 街区公園 

■状  況 ・小学生数人で鬼ごっこをしていたところ、木の根にひっかかりつまづい

て、フェンスのボルト部分に接触し、腹部に５針縫合の裂傷をした。 

・木の根が地表面に露出していたこと、ボルトが飛び出していたことが要

因とされる。 

・事故発生後、公園管理者によりボルト突出部にゴムキャップで応急処置

し、ボルト・ナットを交換した。市内で同様のフェンスがないか調査中

である。 

 

■事故関連写真 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

別 添 １ 

ボルト処置後 

ボルト突出状況 事故現場 

ボルト応急処置状況 



 

【事故の概要】 

 ■発 生 日 令和2年5月7日（木） 

 ■発生場所 人口約20万人以上の都市 

 ■発生公園 街区公園 

■状  況 ・本事故は、8歳男児がヘルメットを被ったまま樹高３ｍ程度の木に登り、

転落、ヘルメットが枝にひっかかり、ヘルメットのあご紐が首にかかり

ぶら下がり状態になったもの。 

 

  【参考】一般社団法人日本公園施設業協会では、人的ハザードによる遊具と遊び場で

の事故を軽減することを目的として、幼児を見守り指導する保育者と保護者など

のために、遊具の安全な利用方法の啓発パンフレットと紙芝居「仲良く遊ぼう安

全に」を制作、配布しています。（https://www.jpfa.or.jp/activity/nakayoku/） 

    ※パンフレット（P7,8抜粋） 

     遊ぶ時の服装に関する注意事項が記載されています。 

     他にも看板掲示等に役立つ情報が記載されておりますので参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

別 添 ２ 


